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平成２５年度後期 

活力ある学校づくりをめざして 

～「前期・後期」学校評価のアンケート結果から， 

今年度の取組の評価と課題について～ 

平成２６年３月６日  

京都市立紫竹小学校  

１．「活力ある学校づくり」のためのアンケート調査について 

（１） 調査結果 

活力ある学校づくりをめざし，「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」「紫竹の取組」の４

観点について，本校児童，保護者及び教職員に意識調査を実施しました。  

また，調査対象については全校児童とその保護者及び本校教職員としました。保護者につい

ては，各在籍学級単位で回答を得ました。児童及び教職員は全員が回答し，保護者については

８６％の回答を得ることができました。  

 

（２） 調査結果の見方 

  意識調査の結果については，児童，保護者及び教職員ごとに集計を行いました。集計につい

ては，回答尺度を低位なものから順に１・３・５・７ポイントで換算し，重要度・実現度とも

に平均値を算出しました。  

その次に，質問項目に対する重要度と実現度の度合い（平均値）ともに相互関係を明らかに

するために，座標軸上に２つの平均値の接点を表示しました。  

 

 

  児童・保護者・教職員それぞれの意識の度合いから因果関係を分析するだけでなく，前期と

後期の三者間の意識差や相互関係などについて考察し，「活力ある学校づくり」をめざした今年

度の取組の評価と課題について示しました。  

また，結果につきましては，学校ホームページでも公開いたします。  

 

 

重要度・実現度ともに高い。意

識的に取組み，成果を得ている。 

重要度は高いが，実現度が低い。

今後の取組が必要である。  

重要度が低く，実現度が高い。

日常的にできている状態。  

重要度・実現度ともに低い。取

組課題としての意義が薄い。  

＜児童＞ 

重要度 6.75 

実現度 5.13 
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２．各調査項目の結果と今年度の取組の評価と課題について 

（１）確かな学力の向上にむけて 

意識調査結果 前期 意識調査結果 後期 評価と課題 

 

  

学校生活のあらゆる

場で，人の話をしっか

り聞き，自分の考えを

しっかり話すよう指導

を続けてきた。その結

果保護者の思う実現度

が上がっていることは

評価される一方，教職

員の実現度が下がって

いることが残念であ

る。話し合いの質を高

めるために『法教育』

の視点を取り入れ話合

い活動に力を入れてき

たにもかかわらず教師

側が思う実現度が下が

っていることを課題に

挙げ，教師が意識的に

児童に分かりやすく話

合いの視点を伝え，教

職員と児童自身が変容

を認められるような話

合いを次年度に取組ん

でいきたい。 

また，授業が分かり

やすいう項目では，教

職員の授業に対する評

価は謙虚なものである

が，前期と比較すると

若干評価が高くなって

いる。教科学習を研究

に取り上げ取り組んだ

成果であると思われ

る。来年度もまず分か

りやすい授業の展開に

心がけ，教師側の評価

も上げられるよう努力

していきたい。 

「根気強く最後まで

やりぬくこと」につい

て若干教職員の評価が

上がっているのは 1 年

間の取組の成果であ

り，教職員が粘り強く

指導した結果であると

考える。来年度も授業

を通して粘り強く学習

に向かわせたい。 
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（２）豊かな心の育成にむけて 

意識調査結果前期 意識調査結果後期 成果と課題 

 

  

学級内での人間

関係の問題は，「一

人一人の違いを理

解する」ことができ

ていないために生

じているケースが

多かったように思

われる。「人権を大

切にする」「自分も

友だちも大切にす

る」ことは児童，保

護者，教職員の重要

度が高いことを考

えると，指導する際

の重点は『友だちと

仲良くする』ように

指導するだけでは

なく，『一人一人違

う個性をもった人

間である』ことを児

童・保護者に理解を

求め，そのうえで学

級指導，人権指導を

することが大切で

あると考える。  

自分で考え自分

で行動することに

対する評価は重要

度が高いにもかか

わらず前期，後期共

に実現度が低い。特

に教職員の実現度

が低いのでこの点

を改善する必要を

感じる。教職員は少

人数を指導してい

るので，児童に目が

行き届くという利

点がある半面，児童

に考えさせる時間

を与えず短期間で

結果を求めている

ことが往々にある

ように思われる。少

し時間をかけ児童

が自分で考える時

間を保証し，たくま

しさを育てる取組

をしていく必要を

強く感じる。 
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（３）健やかな体の育成にむけて 

意識調査結果前期 意識調査結果後期 成果と課題 

 

  

三者の重要度が一

致している項目が「早

寝・早起き・朝ごはん」

である。本校において

欠席児童や遅刻児童

が少ないという良き

環境はこの意識の高

さによるものである

と考える。一方進んで

体づくりをする項目

について，前期よりも

児童の実現度が下が

っていることが気に

かかる。休み時間に学

級の児童が全員遊び

をして運動場で遊ぶ

等外遊びを意識的に

行うことで習慣づけ

児童が進んで体づく

りに取り組む環境を

作っていきたい。 

また，健康や安全面

に気を付けるという

項目で児童の実現度

が下がっている。避難

訓練を複数回行うな

ど自分の命を守るた

めにできることを考

えられる子どもに育

てようと取組んだ結

果，訓練時には冷静に

行動できるようにな

っているが，訓練時以

外の状態が良くない

のではないかと考え

る。例えば廊下を走る

児童がいて，掃除時間

にホウキをもって遊

んでいる児童もいる。

教職員が見ている時

には気を付けていて

も見ていないと自分

の行動を自制できず

に度をこした行動を

する児童も少なくな

い。日常の生活におい

ても自身の身の安全

と友だちの身の安全

を守れる集団へと育

てていきたい。  
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（４）紫竹の取組について 

意識調査結果前期 意識調査結果後期 評価と課題 

 

  

挨拶に関しては

三者共に重要度が

高い。挨拶をしっか

りすることが大切

であると考えてい

ることが分かる。一

方実現度は三者が

異なる評価をして

いることから，三者

の理想像が違うと

考える。保護者や教

職員は自分から挨

拶する姿を望み，児

童は挨拶を返すこ

とでできていると

考えているようで

ある。あいさつの意

味について伝え指

導する必要がある。 

地域の人と一緒

に活動することに

関して，今年度はほ

ぼ全員の高学年児

童が地域行事に参

加していたにも関

わらず実現度が上

がらなかったこと

に疑問を感じる。児

童にとっては地域

行事に参加した実

感よりも，エコ本舗

を立ち上げ学級の

みんなで活動した

行事と考えたのか

もしれない。地域の

人と一緒に活動す

るとはどういうこ

とかを伝える必要

を感じる。地域行事

を交流の場ととら

え，地域の方々と児

童が同じ場所で共

に働く活動を積極

的に取り入れ，地域

に根付いた活動を

行うことで地域で

児童を育成する取

組を行いたい。 
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